○○○町会自主防災会
この活動計画（マニュアル）は、○○町会自主防災会防災計画を補完するものです。「災害時における実際の活動です。」
自主防災会災害対策本部設置
１　集合場所（一時集合場所、一時避難地）
· ○町会公民館前空地、○○空地
ここに会員が集まり、人員把握、初期消火、救出、救護、災害時要援護者対応を指示する。　所定の活動を行うために１時間程度経過後、避難の必要がある場合には、徒歩等で避難場所へ移動を開始する。
　

　２　避難場所

　　　○○小・中・高等学校

· 　避難者とは、自宅が焼失や倒壊した人、更には災害時要援護者等であり、避難しても一旦校庭で待機し、市応急危険度判定士による応急危険度判定後危険がなければ体育館に入る（２次災害の防止）ことになる。
３　役員の集合基準

　　震度５弱以上○○へ集合する。
　　震度５強以上は、所定の役員の職務を行う。
　　各班員に班毎の役割を指示し、必要に応じて無事な方を各班に割振り活動を実施する。
４　役員の職務（無事な人を初期消火、救出に割振る）

⑴　情報班（地震が発生したら安全を確認して、活動開始）
震度５弱以上は、ヘルメットをかぶって地域内の被害状況の確認と災害広報（メガホン持参）で見回る「電話、水道、ガス、電気等ライフライン確認、建物、付近の状況、会員の安否確認」と被害状況「倒壊建物件数、火災件数、道路等の状況」を防災会災害対策本部に報告後、市対策本部へ情報伝達「電話が使えなければ指定避難所へ伝令」　

· 被害があっても無くても防災課へ連絡を　
「発災後１時間過ぎたら」
· 　電話がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふくそう),輻輳)しますので、十分理解しておいてください。

　　「公衆電話はかかりやすく、特に携帯電話発信制限有」
　
危機管理防災課直通９５２－１２９４(発災後１時間過ぎたら)
　直通１回線、発災直後は人員がいないので、代表番号へ電話はかけない。
　市役所　９５３－１１１１代表番号（災害対策室に転送）
消防署直通　９５２－１２１１（混乱してるのでかけない）
⑵　避難誘導班

　一時集合場所、一時避難地で、会員の集合状況を確認（作成済名簿での確認）
　けが人、病人、災害時要援護者（障害者、高齢者、妊婦、幼児等）無事な人（無事な人は初期消火、救出、災害時要援護者対応へ）
　

　※　避難者名簿を作成し、所定の避難路を使って指定避難所へ移動。
　　　家を離れる場合、会員に徹底（発災後１時間後程度で、移動開始）
１　停電時は電気ブレーカを切る（復旧後、火災の危険があるため）
２　ガスの元栓を締める

３　高齢者や持病のある方は薬を持参
４　身のまわり品を持つ

５　防災会では、地域の防犯対策と残留組を考慮
⑶　消火班

　　火災が起こっている場合、班員（無事な人）とともに消火器やバケツリレー等で、初期消火活動を行う。　

· 防災倉庫へ消火、救護、救出用資器材を取りに行く。
⑷　救護班
　　不明者の救出、けが人の手当、病人の看病と災害時要援護者の面倒をみる。
· 防災倉庫へ消火、救護、救出用資器材を取りに行く。
⑸　給食給水班、衛生班
·  発災直後は仕事が無く、防災倉庫へ消火、救護、救出用資器材を取りに行き、救出、初期消火などの他班を応援する。
·  各自主防災組織には救出は救護班で、災害時要援護者対応を避難誘導班で対応するが、班員数を増員させて活動を行うことが課題である。
　
　５　避難所運営

　　⑴　避難所運営にあたっての基本方針「ルール」・避難所運営委員会
　　　　早い時期に、避難所ごとに避難所運営委員会を開催して、避難所運営の基本方針と運営者一同が顔の見える間柄となる。

　　⑵　メンバー　
自主防災会長、学校長等、市担当職員、消防団で構成予定。

　

　６ 災害時要援護者対応

　　　　　　 自主防災会で、対象者の把握と対応者の決定を行うために、対象者から自発的に申告していただくシステムを新たに設ける。
対応者を防災会内で、適任者をお願いする。　（民生委員や町会、市福祉部門、社会福祉協議会等連携）
ア　対象者の調査

イ　名簿やリスト、カードの作成

ウ　防災会内担当者の決定、日常の声かけ、見守り

オ　災害時の声かけ、情報提供
　　　　　　カ　避難誘導

　　　　　　キ　避難所等での配慮
